
オーストラリア・ケアンズ研修風景 
 

１、 CLC（ケアンズ語学センター）語学研修風景 8 月 21 日（水）〜23 日（金）、29 日（木） 

 

 早朝 6 時にケアンズ空港に到着。空港にドーリー先生が出迎え。バスで

語学学校に行き、荷物を置き、近くのマクドナルドへ。最初の体験は、オ

ーストラリア・ドルを使って飲物を買うことだった。慣れないドルと自動販売

機に四苦八苦しながら注文。研修に欠かせない SIM カードと Wifi 使用で

も初体験で試行錯誤。そして 8 時に語学学校に登校し、施設の使い方の

オリエンテーションがあり、その後に、英語のレベルテスト（文法と聞き取り）

を受けた。 

 10 時のティータイム後、いよいよドーリー先生の授業開始。授業はもちろ

ん全て英語。研修で必要なお金の計算、高齢者施設でのボランティアワ

ークのリハーサルと続き、昼食は、動物園から来たスネーク・ショーを見な

がら、オーストラリアのパイをごちそうになった。午後は各自研修場所の確

認も含めたケアンズの町歩きだった。初日から多くのスケジュールをこなし

た。４時半にはホストファミリーがお迎え、夜はホームステイ、長い一日目

が終了。 

 4 日間のドーリー先生の英語レッスンは、高齢者施設でのボランティアや

インターンシップ研修に必要な内容で、素晴らしかった。なぜボランティア

に行くのか。オーストラリアになぜ来たのか。各自の研修目標は何か。海

外で働く体験にどんな意味があるのか。常に「なぜ？」を問いかける本質

的な授業だった。Q&A を英語で繰り返す授業に皆が初めは戸惑い、聞き

取れない、恥ずかしくて答えられなかった学生も、最終日には、文法が整

った英語で話すことを気にせず、精一杯の言葉で自分の意思を伝えようと

していた。コミュニケーションで大切なことは何かを考える授業でも

あった。また、ホストファミリーから聞き取り調べる宿題も出され、皆

のホームステイ先の状況も知ることができた。 

最終日、語学レッスンでインターンシップ個別研修の振り返り授

業を受けた後に、ドーリー先生も通うケアンズのセント・モニカ教会

を見学。オーストラリア最大のステンドグラスには、ケアンズの創世

と平和への祈りが表現されていた。最終日のランチはエスプラネ

ードで BQQ、修了証書が一人ずつ授与された。 

                語学レッスンは全て英語でアクティブ    “ Why?”の質問の連続    高齢者施設のリハーサル 

セント.モニカ 教会を見学 

BQQ ランチ 

エスプラネードで修了証書の授与 

CLC でドーリー先生と 



２、難民・移民の方との交流会（ケアンズ語学センターにて） 8 月 22 日（木）午後 

 

 

 ２日目午後の語学レッスンは、ドーリー先生の通うセント・モニカ教会の友人で、西アフリカから移民されてきたバー

ジニー・ヘザーさんとの交流会。これまで辿って来た道のりについて、お話をうかがった。1993〜97 年の内戦に巻き

込まれ、親戚や友人を殺害された。戦争をのがれてタンザニア、マルウィと移動し、キリスト教の支援を受けて、子ども

と夫と３人で 2007 年よりオーストラリアに移民することができたと言う。当初ケアンズの花火が鉄砲と思い不安だったこ

と、TAFE 職業訓練校で英語を学び、資格を取り、高齢者施設での仕事を得られたことなど、その努力の体験談は衝

撃的だった。辛い思い出を語りたくない人が多い中、話をしてくださった。貴重な時間だった。 

 その後、通訳の由美スミスさんから、ケアンズの習慣や現状について質疑応答形式で多くのことを学べた。移民状

況、労働と賃金、国籍と選挙、ワーキングホリディについて、知ることができた。 

 

３、全員参加のボランティア・ワーク 高齢者施設 FARNORHA  8 月 23 日（木）午前 

 介護度が軽中度の方がエクササイズ室に２０名ほど集まった。

最初に尚絅学院大学の紹介をし、幸せを運ぶように「折り鶴」を一

人ずつプレゼント。次に紙芝居「一寸法師」と「書道」パフォーマン

スを行い、最後に讃美歌 312 番を英語と日本語で合唱した。 

 日本の文化が伝えられるような内容、一緒に楽しんでもらえる

活動を考え、準備してきた。紙芝居「一寸法師」は短文でゆっくりと話す工夫と動作（ボディラン

ゲージ）により、笑いや拍手が起こり、喜んでもらえたと実感できた。「書道」は、桜、龍、小守熊

という文字を墨と筆で書き、さらに絵を紹介して意味を伝えた。最も盛り上がったのが、スタッフ

の方へ書道に挑戦してもらったことだった。また、書道に装飾して色紙に貼

った作品もプレゼントした。讃美歌 312 番は、私達の歌に合わせて皆の大合

唱となり、40 分のプログラムを終えた。 

ボランティア終了後、美容室やプール、機器の改良工房などもある充実し

た施設の見学をすることができた。 

                    西アフリカから移民された方と交流     通訳の由美さんから ケアンズを学ぶ 

       尚絅の紹介             紙芝居「一寸法師」 

「書道」パフォーマンス 


